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「横浜レキハク・パートナーズ 寄附金」税制優遇
●個人による寄附の場合
当館への寄附金は公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団への寄附となり、横浜市および神奈川県
より、個人住民税寄附金税額控除の対象として指定されています。
寄附金をお納めくださった、横浜市および神奈川県にお住まいの方は、お住まいの市区町村へ申
告することにより、以下の通り、個人住民税の寄附金税額控除の適用を受けられます。

1．横浜市にお住まいの方
横浜市個人市民税の税額控除額　　（寄附金額－2,000円）×８%
神奈川県個人県民税の税額控除額　（寄附金額－2,000円）×２%
※合計（寄附金額－2,000円）×10%の控除が受けられます。

2．川崎市・相模原市（政令市）にお住まいの方
神奈川県個人県民税の税額控除額　 （寄附金額－2,000円）×２%

3．神奈川県の１・２以外の市町村にお住まいの方
神奈川県個人県民税の税額控除額　 （寄附金額－2,000円）×４%

※上記１～３の「寄附金額」は、その年中に寄附した金額の合計額と年間総所得金額等の30％
のいずれか低い金額となります。

また、個人住民税の税額控除の他、所得税の寄附金控除を受けることもできます。所得税の寄附金控除及び個人住民税の寄附金税額控除の双方の適用を受けよう
とする場合は、所得税の確定申告書の提出が必要です。確定申告書に寄附金受領証明書を添付し、所轄の税務署へ提出してください。 当財団への寄附金の所得税
の税額控除は、所得控除制度の適用に限られます。税額控除制度の適用は受けられませんのでご了承ください。

所得税の寄附金控除額（所得控除制度の適用）の算出方法は以下の通りです。
　　その年中に支出した特定寄附金の合計額－2,000円

※当財団は特定公益増進法人であり、当財団への寄附金は特定寄附金に該当します。寄附金の合計額は、年間所得金額の40％が限度額となります。確定申告時に
は、寄附金控除額が所得額から差し引かれて所得税額が算出されます。

所得税の確定申告書を提出しない給与所得者又は年金所得者等で、個人住民税の寄附金税額控除の適用のみを受けようとする場合は、「寄附金税額控除申告書」に
寄附金受領証明書を添付し、寄附金を支払った年の翌年の１月１日現在お住まいの市区町村へ申告してください。

●法人による寄附の場合
当財団への寄附金は、一般の寄附金とは別枠で損金の額に算入が認められます。損金に算入できるのは、次のいずれかのうち少ない方の金額です。

（1）特定公益増進法人（当財団も該当）に対する寄附金の合計額
（2）損金算入限度額

※損金算入限度額は以下の数式により算出されます。
（事業年度終了時における資本金等の額÷12×その事業年度の月数×0.375％＋その事業年度の所得の金額×6.25％）÷２

損金算入の制度の適用を受けるためには、当財団への寄附金を支出した日を含む事業年度の確定申告書に「寄附金の損金算入に関する明細書」（別表十四（二））を
添付して所轄の税務署へ提出するとともに、寄附金受領証明書を７年間保管しておく必要があります。

寄附の方法については、
裏表紙をご参照ください。

入会・寄附のお申し込み後の流れ
金融機関または決済代行会社から当館への入金確認後、「受領証」「ウェブサイトへのお名前の掲載確認」「会員証（会員の方）」等を、お申し込
み時にご記入いただいたご住所に郵送します。各種書類の郵送までお申込から約1～2ヶ月程度かかることがございます。あらかじめご了承く
ださい。※会員資格は、決済代行会社から当館へ入金があった時点を基準とし、年度末となる3月31日までとします。

●確定申告される際のご注意（寄附の方）
領収書発行の日付は、お申込日やカード決済口座のお振替日ではなく、決済代行会社から寄附金が当館へ入金された日となります。お申込日によっては、領収書、
寄附金控除の証明書が翌年となる場合があります。その場合は、税制上の寄附金控除は翌年の対象となりますので、あらかじめご了承ください。

寄附による支援では会員特典の提供はで
きませんが、左の「住民税・所得税」等の
優遇を受けることができます。
※ 30,000円以上ご寄附された方には、当財団
運営施設の展示を1年間無料でご覧いただけ
るパスポートを1枚差し上げます。

2.「横浜レキハク・パートナーズ寄附金」支援

●お申込に関する個人情報の
　取り扱いについて
「横浜レキハク・パートナーズ」へのお申
込に関し、当館が収集する個人情報につき
ましては、各事務手続き、会員特典の利用
管理（情報の発信・連絡を含む）以外の目
的では使用いたしません。

●寄附にあたってのご注意
寄附をされるにあたり、次に挙げる基準に該当する場合、当財団は寄附金を受入れる
ことはできません。
（１）寄附金の受入れにおいて、次に挙げる条件等が付されている場合
　寄附者が寄附金の対価として何らかの利益または便宜を要求すること。
　寄附者が寄附金の経理について監査を行うこと。
　寄附後に寄附者が寄附金の全部または一部を取り下げることができること。
　一旦寄附された寄附金を寄附者の意思に沿うかたちで譲渡または使用させること。
　その他理事長が当財団の運営上支障があると認める条件。
（２）寄附金を受入れることにより、当財団の業務、財政、または名誉に負担又は支
障が生じると認められるとき。
（３）寄附金が、当財団定款第３条に定める目的の達成に資するものでないと判断さ
れるとき。

●法人が入会する場合の経費
30,000円コース以上で、広告宣伝費とし
て計上可能です。請求書等発行できますの
で、事務局までお問い合わせください。
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（□入会／□寄附）申込書
公益財団法人 横浜市ふるさと歴史財団
理事長　佐藤　信　殿

横浜の歴史に関する文化財や資料の調査、研究、保管、及び公開を行うことで、先人たちの歩
みや積み上げてきた文化を市民共有のものとし、市民文化の向上に寄与するため、また、横浜
の歴史、文化財を次世代へ継承していくため、（□次の金額を公益財団法人横浜市ふるさと歴
史財団に寄附いたします。／□次の会員コースに入会いたします。）

　　年　　月　　日
（入会／寄附）者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電　話（連絡先）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

寄附金の使途：当財団の主たる事業である、以下①～③のいずれかの実施に充当します。
　①発掘並びに調査、研究、収集、保管及びその研究成果の公表、並びに歴史研究に関する助言及び指導
　②展示、閲覧、講座、講演会、刊行物の編集・発行並びに普及啓発事業等の企画及び実施
　③歴史及び文化財関連施設の管理及び運営
　その他、寄附金の使途についてご希望がございましたら、以下にご記入ください。

□ 横浜市歴史博物館「横浜レキハク・パートナーズ」（□会員費／□寄附金）

（□入会コース／□寄附）金額 ￥　　　　　　　　

※（　）内は申し込み内容に合わせてチェックボックスにチェックを入れてください。

0 0 2 9 0 0   8 5 2 3 1

横浜市歴史博物館

横浜

お申し込み内容（ご希望のコースの　欄に◯をおつけください）

入会コース
①個人 3,000円コース
②個人 5,000円コース
③法人 10,000円コース
④法人 30,000円コース
⑤法人 50,000円コース

⑥法人 100,000円コース
⑦法人 500,000円コース
⑧寄附（任意の金額を
　右欄にご記入ください） 円

入会コース 横浜市歴史博物館

0 0 2 9 0 0

   8 5 2 3 1

63867東

送付先FAX番号：045‐912‐7781

見本


